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考課木簡

選叙木簡１

選叙木簡２

Ⅱ
章
の
削
屑
が
考
選
木
簡
の
ど
の
部
分
に
あ
た
る
か
、
模
式
的
に
示
し
た
。

な
お
、
官

職
・
位

階
・

姓
名
・
年

齢
・
本

貫
地

の
五

項
目

は
、
個

人
カ

ー
ド

と
し

て
の

勤
務

評
価

の
木

簡
に

共
通

す
る

記
載

事
項

で
あ

る
た

め
、
こ

の
部

分
の

み
で

は
考

課
・
選

叙
い

ず
れ

の
木

簡
の

削
屑

か
は

判
断

で
き

な
い

が
、

便
宜
上
、
考
課
木
簡
と
し
て
示
し
た
。
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揖
慢
は
一
辺
約
主
血
、
検
出
面
か
ら
深
さ
約
二
・
二

m温
度
と
み
ら
れ
る
・
木
簡
は
、

畿
放
火
の
温
土
か
ら
四
七
三
O
点
(
う
ち
削
府
四
六
四
三
点
}
が
出
土
し
た
・
年
記

の
あ
る
も
の
k
し
て
は
、
天
平
元
年
宅
二
九
v
h
也
実
雪
辱
五
月
の
も
の
が
あ
る
・

ま
た
、
天
平
三
年
十
一
月
に
餓
鑑
さ
れ
た
跨
遁
昌
明
理
使
の
判
官
が
見
え
る
捌
調
が
あ

り
じ
頃
呼
四
年
の
考
遣
事
お
に
闘
お
る
削
屑
が
含
ま
れ
て
い
る
・
一
方
、
舎
人
忽
主

や
新
聞
部
組
事
主
の
生
存
が
擁
憾
で
き
る
の
で
、
後
ら
の
没
し
た
天
平
七
年
ま
で
は
降

ら
ず
、
木
簡
の
廃
棄
時
"
と
し
て
館
、
天
平
四
年
の
考
遣
事
蕩
処
理
終
了
後
の
天
平

五
年
が
目
安
に
な
ろ
う
・
内
容
は
、
多
数
の
官
司
の
役
人
の
考
線
・
選
叙
木
衡
の
閑

屑
が
主
体
で
、
式
務
省
で
行
わ
れ
た
文
官
全
般
の
考
遂
事
務
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
・

役
所
プ
ロ

y
タ
内
の
遺
稼
働
土
の
木
簡
と
し
て
・
こ
こ
が
奈
良
時
代
前
半
に
は
式
陶

省
だ
9

た
こ
と
を
裏
付
け
る
資
斜
と
な
っ
た
・

持
戸
S
E
-
-官
豆

O
豆
(
展
示
番
号
制
、
筒
、
叩

3
情
、
情

3
削
)
一
九
九
六
年

奈
良
時
代
後
半
の
神
祇
官
東
院
の
弁
戸
・
東
院
北
よ
り
の
こ
械
の
礎
石
建
物
の
申

関
東
舗
に
位
置
し
、
担
方
は
東
西
宮
了
伍
也
、
南
北
四
E

の
円
形
で
、
井
戸
枠
な
ど

の
上
剤
師
構
遣
の
抜
放
穴
と
・
晶
帽
の
一
白
木
劃
明
り
抜
曹
の
井
備
を
検
出
し
た
・
井
簡
は
商

さ
約
一
・
入
皿
、
外
径
約
-
・

7
3
一
二

--mで
、
厚
さ
は
一

0
3
ニO
国
・
ゐ
る
.

年
給
年
代
測
定
の
締
呆
、
畠
宮
老
七
年
A

七
二

=-v
に
伐
採
さ
れ
た
材
で
あ
る
と
k
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
.
木
簡
は
、
井
岨
問
内
の
温
土
、
及
び
上
鶴
橋
途
の
井
戸
枠
の

錐
動
車
穴
か
ら
、
針

-z=点
A

う
ち
制
局
二

O
人
点
-
が
出
土
し
た
.
井
筒
内
か
ら

紳
担
酬
を
書
き
上
げ
た
と
見
ら
れ
る
木
舗
や
神
社
名
を
列
記
し
た
k
み
ら
れ
る
削
屑
が

出
土
し
、
こ
こ
が
奈
良
時
代
後
半
に
ほ
神
祇
省
東
際
だ
っ
た
こ
k
e議
付
げ
る
資
料

と
な
O

た
.
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